
「朝陽」/ζ号(グタ年)P

九
州
朝
陽
会

日
　
時
　
平
成
九
年

一
月
十
八
日
（土
）

〈
ム
　
場
　
福
岡
市
博
多
区

「
八
仙
閣
」

出
席
者
（敬
称
略
）

古
村
朝

一
（中
２
回
）
、　
一
戸
正
良
（中
９
回
）、
篠

崎
良
彦
（中
９
回
）
、
古
村
司
（中
１１
回
）
、
釘
浦
義

達
（中
１５
回
）
、
樋
日
大
成
（中
１７
回
）
、
深
江
京
輛

（中
１７
回
）
、
池
田
五
郎
（中
１８
回
）
、
赤
沼
滋
（中

２‐
回
）
、
直
井
正
（新
１
回
）
、
河
辺
正
行
（新
２

回
）、
田
上
三
雄
（新
２
回
）
、
美
川
淳
而
（新
４

回
）
、
森
本
芳
樹

（新
４
回
）
、
大
谷
昭
示
（新
５

回
）
、
革
鹿
恵
（新
５
回
）
、
荒
川
泰
晴
（新
６
回
）
、

碇
ナ
八
郎
（新
７
同
）
、
古
川
洋
正
（新
７
回
）
、
小

泉
純
理
（新
７
回
）、
豊
田
信
夫
（新
７
回
）
、
新
川

正
直
（新
８
回
）、
渡
辺
又
十
郎
（新
９
同
）
、
徳
永

正
昭
（新
９
回
）
、
森
重
夫

（新
Ю
回
）
、
武
井
修

（新
１０
回
）
、
阿
久
沢
正
夫
（新
Ｈ
回
）
、
小
沢
祐
吉

（新
‐２
回
）
、
蓑
浦
英

一
（新
１２
回
）
、
後
藤
正
文

（新
‐２
回
）
、
田
中
幸
夫
（新
１２
回
）
、
出
中
（村
原
）

京
子
（新
１２
回
）
、
樺
島
正
彦
（新
１２
回
）
、
島
松
尚

宏
（新
セ
回
）
、
小
林
喬
雄
（新
１２
回
）
、
本
田
淳
治

（新
Ｍ
回
）
、
岡
本
稔
（新
１４
回
）、
坂
内
英

一
（新

‐６
回
）
、
坂
不
辰
哉
（新
”
回
）、
宮
崎
則
幸
（新
１９

廻鰊
範
賽
・・９デ
飩
一

脇
弘
（新
２３
回
）、
中
村
（本
山
）
貴
代
美
（新
２７
一

盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
記
念
撮
影
の

後
、
鹿
児
島
大
学
音
楽
学
部
教
授
田
中
京
子
氏

（新
１２
回
）
と
九
州
交
響
楽
団
オ
ー
ボ
エ
奏
者
小
林

牧
氏
（新
２８
回
）
の
指
揮
で

「六
中
健
児
の
歌
」

「新
宿
高
校
校
歌
」
を
全
員
、
肩
を
並
べ
て
合
唱

し
、
再
会
を
約
し
て
宴
会
を
終
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
名
残
り
を
惜
じ
む
方
々
は
、
森
重
夫
氏
（新

１０
回
）
経
営
の
東
中
洲
の
ク
ラ
ブ

「
コ
ザ
ッ
ク
」

で
、
豊
澤
氏
を
囲
ん
で
二
次
会
を
開
き
、
深
夜
ま

で
話
が
つ
き
な
い
様
子
で
し
た
。

今
後
は
、
毎
年
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
九
州

・
山
口
に
移
転
さ
れ
た
折
に

は
、
御
連
絡
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
遠
路
、
御
足
労
頂
い
た
豊

澤
事
務
局
長
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（武
井
．
修
　
記
）

，１
１
・―
―
支
郡
だ
よ
岬

回
）
、
小
林
牧
（新
２８
回
）、
沼
田
（米
）京
子
（新
２９

回
）
、
山
下
（亀
山
）
美
智
恵
（新
２９
回
）
、
椰
野
（納

谷
）
薫
（新
２９
回
）
、
斉
藤
健
介
（新
３８
回
）
、
日
辺

智
子
（新
４０
回
）
、
黄
木
（大
沢
）
正
子
（新
４０
回
）
、

柴
尾
圭

一
（新
４．
回
ヽ

大
賀
留
美
子
（新
４３
回
）
、

福
元
俊
輔
（新
４４
回
）
以
上
五
十
五
名

今
回
は
初
め
て
東
京
本
部
か
ら
■
洋
弘
Ｉ
朝
陽

同
窓
会
事
務
局
長
（新
３
回
）
を
お
招
き
し
、
九
州

各
県
牟
［崎

・
沖
縄
を
除
く
，
お
よ
び
山
田
県
在
住

の
Ｏ
Ｂ
、
五
十
五
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
３
会
は
樺
島
正
彦
氏
（新
１２
回
）
の
軽
妙
な
司

会
で
進
め
ら
れ
、
各
出
席
者

の
紹
介

（出
席
者
が

多
く
自
己
紹
介
が
で
き
ず
に
残
念
で
し
た
）
、
東

京
本
部
か
ら
届
い
た
六
中
時
代
の
朝
礼
風
景
、
東

郷
元
帥
の
脱
話
風
景
、
旧
制
都
立
中
学
校
歌
祭
等

の
人

っ
た
ビ
デ
オ
の
紹
介
が
あ
り
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
出
席
で
さ
な

か

っ
た
杉
山
浩
太
郎
氏

（中
５
回
）
、
高
田
勇
氏

（中
１８
回
）
、
石
井
幸
孝
氏
（新
３
回
）
か
ら
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
リ
キ
ュ
ー
ル
の
差
入
れ
を
頂
き
ま
し

た
。
名
刺
交
換
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
た
い
へ
ん

褥 亀お ∫薇
ノビIT畿鶉薦


